
　
大
型
の
台
風
18
号
は
、
９
月
16
日
に
県

内
を
直
撃
し
、
本
市
に
も
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
台
風
18
号
は
、
16
日
正
午
か
ら
夕
方
に

か
け
て
、
本
市
に
多
量
の
雨
と
強
風
を
も

た
ら
し
、
河
川
の
氾
濫
、
家
屋
や
観
光
施

設
へ
の
冠
水
、
道
路
の
損
壊
、
配
管
の
破

損
に
よ
る
断
水
、
田
畑
へ
の
浸
水
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
な
ど
、
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。
９
月
25
日
ま
で
の
調
査
で

判
明
し
た
被
害
額
は
、
約
12
億
４
５
８
６

市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害

台
風
18
号

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
象
庁
の
観
測
で
は
、
岩
手
松
尾
観
測

所
の
16
日
の
日
降
水
量
が
１
６
９
・
５

㍉
、最
大
１
時
間
降
水
量
が
48
・
５
㍉（
９

月
観
測
史
上
最
大
）と
な
る
な
ど
、
記
録

的
な
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
20
日
に
は
、
達
増
知
事
や
県
職
員

が
本
市
の
災
害
状
況
を
視
察
。松
川
温
泉
、

増
水
し
た
松
川
の
濁
流
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
た
護
岸
や
道
路
、冠
水
し
た
水
田
な
ど
、

多
く
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、
田
村
市

長
ら
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
は
、
こ
の
豪
雨
被
害
に
関

し
て
、
９
月
25
日
現
在
で
取
り
ま
と
め
た

各
種
支
援
制
度
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
方
法
な
ど
を
確
認

し
、
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
市
で
は
、
調
査
や
復
旧
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
被
害
状
況
な
ど
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
後
日
発
行
の「
広
報
は
ち

ま
ん
た
い
」な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

豪雨で崩落した道路（兄川）

―
―　
税
務
課　
―
―

◎
り
災
証
明
書
の
交
付
申
請

　
税
務
課
で
は
、
住
家
の「
り
災
証
明
書
」

の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
り
災
証
明
書
」は
、
建
物
の
被
害
の
程

度
を
証
明
す
る
も
の
で
、
各
種
申
請
に
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　
❶
り
災
証
明
申

請
書
❷
印
鑑

■
申
請
期
限　
10
月
24
日
㈭

■
交
付
に
つ
い
て　
証
明
書
の
交
付
に

は
、
申
請
者
の
立
ち
会
い
の
下
で
の
調
査

が
必
要
で
す（
代
理
も
可
）。
申
請
が
多
数

の
場
合
、調
査
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、

後
片
付
け
を
行
う
場
合
は
、
状
況
写
真
の

撮
影
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
固
定
資
産
税
の
減
免

　

固
定
資
産
に
相
当
な
被
害
が
あ
る
場

合
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
減
免
は
、
課
税
さ
れ

た
税
金
の
う
ち
、
被
害
を
受
け
た
固
定
資

産
に
係
る
部
分
が
対
象
で
す
。

■
対
象
と
な
る
資
産　
▼
土
地（
が
け
崩

れ
、
土
砂
岩
石
の
流
入
な
ど
が
あ
っ
た
も

の
）▼
家
屋（
床
上
浸
水
、
下
壁
の
修
理
ま

た
は
畳
な
ど
の
取
り
替
え
が
必
要
と
な
る

程
度
の
被
害
）▼
償
却
資
産（
課
税
に
な
っ

て
い
る
場
合
の
み
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　
❶
固
定
資
産
税

減
免
申
請
書
❷
印
鑑

■
申
請
期
限　
11
月
25
日
㈪

■
減
免
と
な
る
税
額　
第
４
期
で
調
整
し

ま
す
。
申
請
が
多
数
の
場
合
、
調
査
・
訪

問
に
日
数
を
要
し
、
決
定
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。決
定
ま
で
は
、

現
在
の
固
定
資
産
税
を
納
期
ど
お
り
に
納

付
願
い
ま
す
。

　
り
災
証
明
書
、
固
定
資
産
税
の
減
免
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
資
産
税
係（
☎
・
内

線
１
２
４
２
～
１
２
４
４
）ま
で
。

◎
市
税
の
徴
収
猶
予

　
り
災
証
明
書
の
申
請
を
す
る
方
で
、
納

期
限
ご
と
の
市
税
の
納
付
が
困
難
な
方
に

つ
い
て
は
、
徴
収
を
猶
予
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
り
災
証

明
書
の
申
請
を
す
る
際
に
、
収
納
整
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
５
２
～
１
２
５
５
）に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
場

合
、
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す（
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
申
請
が
必

要
で
す
）。

■
条
件　
❶
申
請
時
点
で
納
期
の
過
ぎ
て

い
な
い
国
保
税
額
が
あ
る
❷
平
成
24
年
中

の
合
計
所
得
金
額
が
６
０
０
万
円
未
満

で
、
国
保
税
の
納
付
が
困
難
❸
被
保
険
者

の
所
有
す
る
住
宅
ま
た
は
家
財
に
、
そ
の

価
格
の
30
％
以
上
に
相
当
す
る
額
の
損
失

を
受
け
た（
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
べ
き
額
は
除
く
）

　
な
お
、
減
免
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
被

害
状
況
を
調
査
し
、
判
断
し
ま
す
。

◎
申
告
時
の
雑
損
控
除

　
生
活
用
資
産
や
業
務
用
資
産
に
損
害
を

受
け
た
場
合
、
申
告
時
に
、
一
定
金
額
の

雑
損
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
産
は
、
次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
も
の
で
す
。

■
条
件　
❶
所
有
者
が
納
税
者
本
人
ま
た

は
生
計
を
共
に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の

親
族
で
、
そ
の
年
の
総
合
所
得
金
額
な
ど

が
38
万
円
未
満
❷
生
活
に
必
要
な
住
宅
、

家
具
、衣
類
な
ど
で
あ
る
こ
と

■
申
告
時
に
必
要
な
も
の　
❶
被
害
を
受

け
た
資
産
の
明
細（
内
容
、
取
得
時
期
、

価
格
の
分
か
る
も
の
）
❷
資
産
の
取
り
壊

し
費
用
な
ど
が
分
か
る
も
の
❸
被
害
に

よ
っ
て
受
け
取
る
保
険
金
、
損
害
賠
償
金

な
ど
が
分
か
る
も
の

　
国
民
健
康
保
険
税
、
雑
損
控
除
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
市
民
税
係（
☎
・
内
線
１

２
５
２
～
１
２
５
５
）ま
で
。

―
―　
市
民
課　
―
―

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

　
被
保
険
者
ま
た
は
世
帯
主
が
所
有
す
る

住
居
が
被
害
を
受
け
た
場
合
、
所
得
や
損

害
割
合
に
応
じ
て
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
居
の
被
害
状
況　
半
壊

以
上
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上

■
申
請
に
必
要
な
も
の　
❶
り
災
証
明
書

❷
印
鑑　
※
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
る
調
査

も
行
い
ま
す
。

■
減
免
と
な
る
保
険
料　
納
期
限
の
７
日

前
ま
で
に
申
請
し
た
も
の（
年
金
天
引
き

の
場
合
、
直
近
の
年
金
支
給
日
の
７
日
前

ま
で
に
申
請
し
た
も
の
）

○
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
住
家
が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
国

民
年
金
加
入
者
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
、
特
例
の
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線

１
１
３
２
～
１
１
３
６
）ま
で
。

◎
浸
水
便
槽
汲く

み
取
り
費
用
支
援

　
床
上
・
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
住

宅
で
、
浸
水
し
た
便
槽
の
汲
み
取
り
費
用

を
全
額
補
助
し
ま
す
（
予
定
）。

■
対
象
世
帯　
浸
水
被
害
の
届
け
出（
市

民
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
）を
提
出
し
、

市
役
所
の
確
認
を
受
け
た
世
帯

■
対
象
期
間　
９
月
17
日
㈫
か
ら
10
月
16

日
㈬
ま
で
に
行
っ
た
汲
み
取
り

■
受
付
期
間　
10
月
10
日
㈭
か
ら
11
月
14

日
㈭
【
補
助
は
１
回
の
み
】

■
申
請
方
法　
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
松

尾
・
安
代
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
、
期

間
内
の
汲
み
取
り
手
数
料
の
領
収
書
、
申

請
者
名
義
の
口
座
情
報
と
印
鑑
を
持
参

し
、
申
請
く
だ
さ
い
。

◎
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ

　
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
ご
み
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
時
に

「
災
害
ご
み
で
あ
る
こ
と
」「
住
所
」「
名
前
」

を
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

４
時
半
ま
で

■
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
で
き
る
災

害
ご
み（
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
も

の
限
定
）　

▼
布
団
、
畳
、
た
ん
す
な
ど

の
家
財
道
具
▼
河
川
の
氾
濫
な
ど
で
敷
地

内
に
流
入
し
た
流
木
な
ど

■
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
受
け
入
れ
で
き
な

い
災
害
ご
み　
▼
事
業
系
ご
み
、
廃
プ
ラ
、

農
業
用
機
械
・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
▼
電
化
製

品（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯

機
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）
▼
自
家
用
車（
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
の
部
品
を
含
む
）、
バ
イ
ク
、

タ
イ
ヤ
な
ど　
※
こ
れ
ら
は
専
門
業
者
に

依
頼
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
敷
地
内
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
な

ど
に
つ
い
て
は
、
最
終
処
分
場
で
埋
め
立

て
る
災
害
ご
み
と
な
り
ま
す（
受
け
付
け

は
、
毎
週
金
曜
日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午

後
３
時
ま
で
。
事
前
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

計
量
し
て
く
だ
さ
い
）。

◎
災
害
ご
み
の
臨
時
集
団
回
収

　
個
人
で
処
理
で
き
な
い
災
害
ご
み
を
ま

と
め
て
臨
時
回
収
し
ま
す
。
事
前
に
申
し

出
が
必
要
で
す
。

■
期
間　
10
月
31
日
㈭
ま
で

■
回
収
に
つ
い
て　

隣
近
所
な
ど
数
軒

で
、
集
積
場
所
を
決
め
て
く
だ
さ
い（
ト

ラ
ッ
ク
が
乗
り
入
れ
可
能
で
、
交
通
の
支

障
と
な
ら
な
い
場
所
）。
そ
の
後
、
代
表

者
が
市
民
課
へ
❶
集
積
場
所
❷
希
望
回
収

日
❸
対
象
者
を
報
告
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

作
業
の
都
合
上
、
回
収
日
の
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
汲
み
取
り
費
用
支
援
や
災
害
ご
み
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
係（
☎
・
内

線
１
１
２
４
、
１
１
２
５
）ま
で
。

―　
地
域
福
祉
課　
―

◎
災
害
見
舞
金

　

居
住
す
る
市
内
の
住
家
が
、
床
上
浸

水（
市
が
認
定
し
た
も
の
）し
た
世
帯
に
対

し
、
見
舞
金
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
（
予

定
）。

　
な
お
、
同
一
住
家
に
複
数
世
帯
が
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
１
世
帯
と
み
な
し
ま

す
。
ま
た
、
住
家
以
外
の
建
物
（
事
業
用

な
ど
）は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る
事
は
、
福
祉

総
務
係
（
☎
・
内
線
１
１
６
６
）ま
で
。

市長選挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
八
幡
平
市
長
選
挙
が
９
月
22
日

に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
田
村
正
彦
氏（
65
）＝
無
所
属

＝
以
外
に
立
候
補
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で

の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
市
が
誕
生

し
て
以
来
、
市
長
選
挙
が
無
投
票
と
な
っ
た
の
は
、

今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
任
期
は
、
平
成
25
年
10
月
２
日
か
ら
29
年
10
月
１

日
ま
で
で
す
。

　
田
村
市
長
の
市
政
３
期
目
の
抱
負
な
ど
は
、
11
月

７
日
発
行
の「
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
」で
紹
介
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
市
長
選
挙
が
無
投
票
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

選
挙
区
再
編
後
の
市
内
15
カ
所
で
の
投
票
は
、
次
に

行
わ
れ
る
選
挙
か
ら
と
な
り
ま
す
。

田
村
正
彦（
た
む
ら
・
ま
さ
ひ
こ
）　
駒
澤
大
卒
。
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
を
辞
職
後
、
旧
西
根
町
議
会

議
員（
平
成
元
年
か
ら
連
続
２
期
）、県
議
会
議
員（
７

年
か
ら
連
続
３
期
）を
経
て
、
17
年
の
八
幡
平
市
長

に
初
当
選
。
平
舘
出
身

田村正彦氏が
無投票で３選

田村 正彦 氏

豪雨被害に関する各種支援制度（９月25日までの取りまとめ分）
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